
令和８年度自己評価計画書 
 
 石川県立七尾高等学校 

重 点 目 標 具 体 的 取 組 主担当 現 状 評 価 の 観 点 実現状況の達成度判断基準 判 定 基 準 備 考 

１ 豊かな人間性と国際性の育成 
・校内外のあら

ゆる活動を通

して、多様な

他者と協働し

ながら目標に

向かって挑戦

し、課題解決

ができる力を

育成する。 

・震災に係る復旧復興ボ

ランティアなど、校外ボ

ランティアの推進・支援 

・地域貢献を目指した校

内、各部、個人ボラン

ティア活動の随時呼び

かけ 

・Google Classroomを活

用した案内・募集 

生徒会

各学年 

昨年度「実感できる」「やや

実感できる」と答えた生徒

の割合は８４．９％であっ

た。Google Classroom等で

の呼びかけにより、個人で

主体的にボランティアに参

加する生徒が増加した。今

後は、引き続き積極的に周

知するとともに、部活動単

位での自主的な参加も促し

ていく。 

【満足度指標】 

（生徒） 

校内や「復旧・復

興ボランティア」

をはじめとした

地域貢献ボラン

ティアを通して、 

「感謝・思いや

り・協力」の心が育

ったことを実感で

きる。 

校内や「復旧・復興ボランティ

ア」をはじめとした地域貢献ボ

ランティアを通して、「感謝・思

いやり・協力」の心が育ったこ

とを「実感できる」・「やや実感

できる」と答える生徒の割合の

合計が 

 

Ａ  ８５％以上 

Ｂ  ８０％以上 

Ｃ  ７５％以上 

Ｄ  ７５％未満 

Ｃ、Ｄの場合は改善

策を検討する。 

生 徒 対 象 調 査 

（７、１２月） 

・異文化を理解

しながら、ふ

るさとに愛着

と誇りを持

ち、グローカ

ルな視点で社

会に貢献する

資質と態度を

育成する。 

・令和８年度地域の特色

を活かしたふるさと教

育推進事業 

ＮＳＨ 

各学年 

昨年度、ふるさとに対する

誇りと愛着を実感できた生

徒の割合が８２．０％であ

った。 

【満足度指標】 

（生徒） 

ふるさとの良さ

を知り、ふるさと

に対する誇りと

愛着を実感でき

ている。 

ふるさとの文化、産業、地域で

活躍する人達を知り、ふるさと

に誇りと愛着を「実感できた」・ 

「やや実感できた」と答える生

徒の割合の合計が 

 

Ａ  ８５％以上 

Ｂ  ８０％以上  

Ｃ  ７５％以上 

Ｄ  ７５％未満 

Ｃ、Ｄの場合は改善

策を検討する。 

生 徒 対 象 調 査 

（７、１２月） 

・異文化交流の促進 

・トビタテ留学ＪＡＰＡＮ 

などを活用した留学希

望生徒への支援 

ＮＳＨ 

各学年 

昨年度、異文化について理

解を深め、さらに学びたい

と感じた生徒の割合が 

８４．６％であった。 

【満足度指標】 

（生徒） 

異文化について

理解し、さらに学

びたいという意

欲が高まってい

る。 

異文化について理解し、さらに

学びたいという意欲が「湧い

た」・「やや湧いた」と答える

生徒の割合の合計が 

 

Ａ  ９０％以上 

Ｂ  ８５％以上 

Ｃ  ８０％以上 

Ｄ  ８０％未満 

 

Ｃ、Ｄの場合は改善

策を検討する。 

生 徒 対 象 調 査 

（７、１２月） 

 



重 点 目 標 具 体 的 取 組 主担当 現 状 評 価 の 観 点 実現状況の達成度判断基準 判 定 基 準 備 考 

２ 進路志望実現のための学力の形成 
・基礎学力の

定着を着実に

進めるととも

に、教科横断

型の探究型学

習を推進し、

主体的に困難

な課題と向き

合い考え抜く

力を育成す

る。 

・志を築くためのキャリ

ア教育 

・東京大学主催「高校生と

大学生のための金曜特

別講座（オンライン）」 

の実施 

・ＰＡＳＳＬＡＢＯ、ＲＯ

ＪＥ、ＵＴＶＣ等外部教

育支援組織との連携等外

部教育支援組織との連携 

・全国模試の校内採点に

よる早期弱点指導の徹

底 

・学習時間調査 

・ホーム担任、教科担当

者、部顧問による個人面

談 

・進路通信の作成 

・「Google Classroom 進 

路支援室」での情報発 

信 

・進路講演会 

・大学入試問題解法研究 

・習熟度別学習指導（週末

課題） 

・スーパー難関大学と難

関大学別の講座や個別

添削指導 

・金沢大学出張講座 

・多様な入試制度に関す

る研修会 

・保護者への進路説明会 

・学習計画の作成とチェ

ック 

・志望校群別検討会（２

年） 

・志望校検討会（３年） 

・出願校検討会（３年） 

・志望理由書の作成（１、 

２年） 

・批判的思考力育成 

進路指導課

各学年 

昨年度は全学年でＡ評価を

達成し、生徒自身が進路を

語ることの自信は向上し

た。一方で、その内容は抽

象的であり、自己認識と具

体性の実態に乖離が見られ

る。今後は、社会との繋が

りを見据えたより深いキャ

リア意識の育成が課題であ

る。 

【成果指標】 

（生徒学年別） 

第１志望に対し

て明確な理由が

ある。 

高校卒業後について自分の言

葉で語ることができると答え

た生徒の割合が各学年目標に

対して 

Ａ １００％以上 

Ｂ  ８０％以上 

Ｃ  ８０％未満 

各学年目標 

１年１２０人（６割） 

２年１４０人（７割） 

３年１６０人（８割） 

Ｃの場合は改善策を

検討する。 

生 徒 対 象 調 査 

（７、１２月） 

１学年 

進路指導課 

優れた資質能力を持ち、高

い向学心を持つ生徒がいる

一方で、生活習慣の改善が

必要な生徒や、学習習慣の

定着が不十分な生徒がお

り、学習を中心とした、高

い志に基づいた生活習慣の

確立が急務である。 

【成果指標】 

（１年生生徒） 

学習習慣を身に

つけ、学力を向上

させている。 

入学後、学力を伸ばした生徒が 

 

Ａ １４０人以上 

Ｂ １２０人以上 

Ｃ １２０人未満 

Ｃの場合は改善策

を検討する。 

模試結果分析 

（進研模試７月

と１月の３教科

総合偏差値で比

較する） 

・生徒の可能性

を最大限に引

き出し、多様

な大学入試制

度の変化に対

応できる進路

指導を実践す

る。 

【成果指標】 

（１年生生徒） 

スーパー難関・難

関大学入学に堪え

うる学力を獲得し

ている。 

１月進研模試３教科総合で学

力到達度（ＧＴＺ）のＳランク

の生徒が 

Ａ  ３０人以上 

Ｂ  ２０人以上 

Ｃ  ２０人未満 

模試結果分析 

(進研模試１月） 

２学年 

進路指導課 

家庭学習の推進や習熟度別

指導により学力の底上げを

図っているが、学習習慣の

確立については、依然とし

て課題を抱える生徒も少な

くないため、継続的な支援

が必要である。 

 

 

【成果指標】 

（２年生生徒） 

学習習慣を改善

するとともに、学

力を向上させて

いる。 

２年次に、学力を伸ばした生徒 

が 

Ａ １４０人以上 

Ｂ １２０人以上 

Ｃ １２０人未満 

Ｃの場合は改善策

を検討する。 

模試結果分析 

（進研模試７月

と１月の３教科

総合偏差値で比

較する） 

 【成果指標】 

（２年生生徒） 

スーパー難関大

学・難関大学合格

に向けた、高い学

習意欲と取り組

みを継続して行

い、改善できてい

る。 

１月進研模試３教科総合で学

力到達度（ＧＴＺ）のＳランク 

生徒が 

 

Ａ  ３０人以上 

Ｂ  ２０人以上 

Ｃ  ２０人未満 

模試結果分析 

(進研模試１月） 

 



 ・放課後学習会 ３学年 

進路指導課 

昨年度の結果は次のとおり

である。 

スーパー難関大学合格者数 

４人

難関１０大学合格者数 

     ２０人 

金沢大学合格者数 

     ２５人 

国公立大学合格者数 

１３９人 

・家庭学習時間を確保させ

つつ、自主的、自律的な学

習姿勢を確立し、質の高

い学習を促している。 

・習熟度別学習指導を進め、

下位層に対しては年間を

通して課題等により学習

を支援し、上位層につい

ては個別添削等を継続的

に実施している。 

・共通テスト対策、大学入試

制度や入試問題の研究を

通して、教員の教科指導

力向上を図っている。 

・進路指導課を中心とした入

試情報の共有体制を構築

し、担任の進路指導力強化

を図っている。 

【成果指標】 

（３年生生徒） 

生徒ひとりひと

りが高い志望を

持ち、進路実現を

果たしている。 

スーパー難関大学合格者数が 

Ａ   ５人以上 

Ｂ   ３人以上 

Ｃ   ３人未満 

Ｃの場合は改善策

を検討する。 

大学入試結果 

＊スーパー難関

大学とは、東大・

京大・国公立大医

学科を指す。 

 

＊難関１０大学

とは、北大・東北

大・東大・東科大・

一橋大・名大・京

大・阪大・神戸大・

九大を指す。 

難関１０大学合格者数が 

Ａ  ２０人以上 

Ｂ  １５人以上 

Ｃ  １５人未満 

金沢大学の合格者数が 

Ａ  ３０人以上 

Ｂ  ２５人以上 

Ｃ  ２５人未満 

国公立大学の合格者数が 

 

Ａ １４０人以上 

Ｂ １２０人以上 

Ｃ １２０人未満 



重 点 目 標 具 体 的 取 組 主担当 現 状 評 価 の 観 点 実現状況の達成度判断基準 判 定 基 準 備 考 

３ 教員の総合的な指導力の育成 
・「石川県教員

育成指標」を

踏まえ、教職

に 必 要 な 素

養、教科指導

力、学級経営

力、生徒指導

力などの実践

的な指導力の

向 上 に 努 め

る。 

・スマートフォン、携帯電

話等によるインターネ

ットトラブル（いじめを

含む）に関する校内講習

会の実施と、新しいトラ

ブル対策のための資料 

の作成と配付 

・生徒会によるネットト

ラブル防止啓発活動の

企画・実施 

生徒課 昨年度「十分実践している」 

「やや実践している」と答

えた生徒の割合は９４．

３％であった。スマートフ

ォン・携帯電話等によるイ

ンターネットトラブルにつ

いて、教員が理解を深め、生

徒への予防的指導を行って

いることが、トラブル防止

につながっている。 

今年度もこうした取組を継

続する。 

【成果指標】 

（生徒） 

スマートフォン等に

よるインターネット

トラブルに対する、

安全・予防対策を実

践している生徒の割

合が高まっている。 

スマートフォン等によるイン

ターネットトラブルに対する

安全・予防対策を、「十分に実践

している」・「やや実践してい

る」と答えた生徒の割合の合計

が 

 

Ａ １００％ 

Ｂ  ９０％以上 

Ｃ  ８５％以上 

Ｄ  ８５％未満 

Ｃ、Ｄの場合は改善

策を検討する。 

生徒対象調査   

（７、１２月） 

 ・「生徒による授業評価」 

の結果に基づく授業改

善の推進 

・予習・復習の呼びかけ 

・「探究」で培った指導法 

に関する研修及び情報共 

有 

教務課 昨年度、国語・数学・英語に

おいて「予習や復習（振り返

り）をしている」に関して

「あてはまる」・「ややあて

はまる」とした生徒は、国語

６５．７％、数学９０．

０％、英語９３．５％、平

均８３．１％であった。 

【成果指標】 

（生徒） 

国語・数学・英              

語において「予習

や復習（振り返

り）をしている」

と答える生徒の割

合が高まってい

る。 

国語・数学・英語において「予

習や復習（振り返り）をしてい

る」に関して、「あてはまる」・ 

「ややあてはまる」と答える生

徒の割合の合計が 

 

Ａ  ９０％以上 

Ｂ  ８５％以上 

Ｃ  ８０％以上 

Ｄ  ８０％未満 

Ｃ、Ｄの場合は改善

策を検討する 

生徒対象調査   

（７、１２月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・校内でのＯＪ

Ｔ による若手

研修を、中

堅・ベテラン

教員の経験を

活かしながら

効果的に進

め、教職員全

体の指導力向

上を図る。 

昨年度、「探究の要素を取り

入れた授業を実践してい

る」に関して、「あてはまる」 

「ややあてはまる」と答え

た教員の割合は７３．８％

であった。 

【努力指標】 

（教員） 

探究の要素を取り入

れた授業を実践して

いる。 

「探究の要素を取り入れた授

業を実践している」に関して 

「あてはまる」・「ややあてはま

る」と答えた教員の割合が 

 

Ａ  ９０％以上 

Ｂ  ８０％以上 

Ｃ  ７０％以上 

Ｄ  ７０％未満 

Ｃ、Ｄの場合は改善

策を検討する 

教員 対象調査  

（７、１２月） 

・若手教員のニーズに合

わせたＯＪＴの実施 

・Ｔｅａｍｓを利用した

時宜をとらえた情報発

信 

教務課 教員経験が10年未満の若手

教員は、全体の５１．０％を

占めている。そのうち３年

未満の教員は全体の２

１．２％である。昨年度は

「知識・技能・指導力が向

上している」・「やや向上し

ている」と答えた若手教員の

割合は９０．０％と成長を感

じることができる環境ができ

つつある。 

【満足度指標】 

（若手教員） 

ＯＪＴをとおして

教員としての成長

を実感できる。 

ＯＪＴにより教員としての「知

識・技能・指導力が向上してい

る」・「やや向上している」と答

えた若手教員の割合が、 

 

Ａ  ９０％以上 

Ｂ  ８５％以上 

Ｃ  ８０％以上 

Ｄ  ８０％未満 

Ｃ、Ｄの場合は改善

策を検討する。 

教員対象調査   

（７、１２月） 



・ＧＩＧＡスク

ール構想に基

づいて、1 人 

1 台端末を効

果的に活用し

た授業を実践

する力を身に

付けることに

より、生徒の

学びの変容を

促す。 

・情報課やＩＣＴ支援員

による教員へのＩＣＴ

研修の実施 

・好事例の共有 

・業務・教育のＤＸ化が

必要な場面の洗い出し 

情報課 昨年度のアンケートにおい

て、「Chromebookを活用し

た授業を実践している」と

の回答が６９．１％（「あ

てはまる」「ややあてはま

る」の合計）に達してお

り、ＩＣＴ活用が定着しつつ

あることが伺える。その一

方で、個々の実践事例をい

かに可視化し、組織全体で

共有していくかが今後の課

題である。 

【努力指標】 

（教員） 

Chromebook を生徒

に活用させなが

ら、主体的で深い

学びを目指した授

業を実践してい

る。 

「Chromebook を生徒に活用さ

せながら、主体的で深い学びを

目指した授業を実践している」

に、「あてはまる」「ややあては

まる」と答えた教員の割合が、 

 

Ａ  ８０％以上 

Ｂ  ７０％以上 

Ｃ  ６０％以上 

Ｄ  ６０％未満 

Ｃ、Ｄの場合は改善

策を検討する。 

教員対象調査   

（７、１２月） 



重 点 目 標 具 体 的 取 組 主担当 現 状 評 価 の 観 点 実現状況の達成度判断基準 判 定 基 準 備 考 

４ 安全で魅力ある学校づくり 
・特色ある教育

活動(ＳＳＨ・

ＮＳＨ事業)を

持続できる体

制を構築し、

その成果を全

国的に普及す

る。さらに、

小・中・高・

大・企業・自

治 体 等 と 連

携・交流を推

進し、能登の

科学教育の水

準向上を目指

す。 

 

・学校および生

徒ひとり一人

の災害対応力

を強化し、能

登の創造的復

興 を 目 指 し

て、ひと・も

の・こととつ

ながり、社会

問題を解決す

る力を育む。 

学校設定教科「探究」の成

果物等の他校への発信 

探究課 

（ＳＳＨ） 

（ＮＳＨ） 

探究課の活動について、こ

れまでの成果の発信と普及

が求められている。 

【成果指標】

本校が開発した教

材を提供し、県内

外の他校（中学校

を含む）に成果の

普及を図ってい 

る。 

本校の開発教材や報告書のダ

ウンロード数が，前年度に比べ

て増加数が 

 

Ａ １０００件以上 

Ｂ  ５００件以上 

Ｃ  ２００件以上 

Ｄ  ２００件未満 

Ｃ、Ｄの場合は改善

策を検討する。 

開発教材や報告

書のダウンロー

ド数で評価 

物理チャレンジ、科学グ

ランプリ、生物学オリン

ピック、数学オリンピッ

ク、全国総合文化祭等の

全国規模の各種大会やコ

ンテストへの積極的な参

加や応募を奨励 

探究課 

（ＳＳＨ） 

昨年度は「坊ちゃん科学

賞」「科学の芽賞」をはじ

め、１２件の発表で入賞し

た。 

令和８年度に開催される全

国総文への出場権を４件獲

得した。 

 

【成果指標】 

（生徒） 

全国大会相当への

出場の決定数が増

えている。 

全国大会相当への出場が決定

した個人またはグループ数が 

 

Ａ   ４以上 

Ｂ   ３ 

Ｃ   ２ 

Ｄ   １以下 

 

Ｃ、Ｄの場合は改善

策を検討する。 

大会結果 

英語に関するコンテスト 

（スピーチ、ディベート、

エッセイ、暗唱、劇など）、

弁論大会、その他課題研

究コンテスト等への参加

や応募の奨励 

探究課 

（ＮＳＨ） 

昨年度は、左記コンテスト

などへの入賞が４件あっ

た。 

【成果指標】 

（生徒） 

左記の大会やコン

テストに参加し、

実績を上げてい

る。 

左記大会やコンテストに参加

し 

 

Ａ  入賞４件以上 

Ｂ  入賞３件 

Ｃ  入賞２件 

Ｄ  入賞２件未満 

Ｃ、Ｄの場合は改善

策を検討する。 

大会結果 

・アプリの活用 

・AI を活用した効果的な 

学習方法の研究 

探究課 

（ＮＳＨ）

各学年 

昨年度実施したGTEC１２月

受験で CEFR Ｂ１以上の生

徒は２年生（Advanced）で１ 

１９名だった。令和６年度 

の１１０名からやや増加し

た。 

【成果指標】 

（生徒） 

２年生の GTEC１２

月受験で CEFR Ｂ 

１以上の生徒が昨

年と同水準の人数

である。 

CEFR Ｂ１以上の生徒が 

 

Ａ １２０人以上 

Ｂ １１０人以上 

Ｃ １００人以上 

Ｄ １００人未満 

Ｃ、Ｄの場合は改善

策を検討する。 

検定結果 

（GTEC や英語検

定） 

・１年学年団による生徒 

への防災授業 

・実践的な避難訓練の実

施 

・防災知識に関するセル 

フチェックの実施 

保健課

各学年 

石川県では、度重なる大災

害を経験したが、生徒一人ひ

とりが、今後も起こるかもし

れない災 害 に 正 し く 備

え、正しい安全行動が取

れるよう災害対応力を高め

ていく必要がある。 

【満足度指標】 

（生徒） 

防災教育を通して

災害への備えに対

する意識が高まっ

たことを実感でき

る。 

「防災教育を通して災害への

備えに対する意識が高まった」

と答える生徒の割合の合計が 

 

Ａ  ８５％以上 

Ｂ  ７５％以上 

Ｃ  ６５％以上 

Ｄ  ６５％未満 

Ｃ、Ｄの場合は改善

策を検討する。 

生徒対象調査   

（７、１２月） 



重 点 目 標 具 体 的 取 組 主担当 現 状 評 価 の 観 点 実現状況の達成度判断基準 判 定 基 準 備 考 

５ 働き方改革の推進 
・教職員は「石

川県立学校に

おける教職員

の多忙化改善

実施計画」に

基づき不断に

業務改善を進

め る と と も

に、「働きが

い」を持って

教育活動の質

的向上に努め

る。 

・情報共有のデジタル化 

・協業についての研修の

充実 

・目標の明確化による達

成感の共有 

・月４回の定時退校日を

設定 

管理職 昨年度の月当たりの時間外

勤務時間の平均が５７．７

時間（一昨年度６０．４時

間）で県の指標（４５時間以

内）を大きく上回っている。

また、８０時間を超える職

員が固定化されつつあり業

務の平準化が課題である。 

業務の効率化により時間外

勤務時間の削減を図ること

と併せ、いかに「働きがい」

を高めるかも大きな課題で

ある。 

【成果指標】

観点１ 

時間外勤務時間の

平均及び８０時間

を超える人数が減

少している。 

観点２ 

ワークエンゲイジ

メント指標の平均

が高まっている。 

（UWES） 

観点１－① 

時間外勤務時間の平均が 

Ａ ４０時間以内 

Ｂ ４５時間以内  

Ｃ ５０時間以内 

Ｄ ５０時間を超える 

観点１－② 

時間外勤務時間の平均が８０

時間を超える人数が 

Ａ  ３ 人 以 下 

Ｂ  ５ 人 以 下 

Ｃ ７人以下 

Ｄ ８人以上 

観点２ 

ワークエンゲイジメント指標 

（UWES）の平均が 

Ａ ４以上 

Ｂ ３以上 

Ｃ ２．６以上 

Ｄ ２．６未満 

Ｃ、Ｄの場合は改善

策を検討する。 

教員対象調査   

（７、１２月） 

 


